
第2437号（ ）昭和43年5月29日
第三種郵便物認可け ん せ つ 北 部2017年9月9日（土）（1）

発 行 所
東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

東京都豊島区西池袋5-22-15
板橋（3963）5325
練馬（3825）5522
豊島（3986）2471
北 （3902）7121

発行人 代表者 佐藤 広平
発行日1日、9日、17日、25日

10
月
1
日
練
馬
駅
前
平
成

つ
つ
じ
公
園
で
開
催
さ
れ

た
、
秋
の
拡
大
中
間
決
起
ま

つ
り
は
、
今
話
題
の
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
仮
装
」
を
メ
イ
ン
企

画
に
子
育
て
世
代
を
中
心
に

普
段
拡
大
運
動
へ
の
参
加
の

な
い
仲
間
な
ど
へ
呼
び
か
け

ま
し
た
。
呼
び
か
け
に
は
お

菓
子
引
換
え
券
つ
き
の
チ
ラ

シ
や
訪
問
グ
ッ
ズ
を
活
用

し
、
昨
年
を
う
わ
ま
わ
る
4

6
0
人
が
来
場
（
組
合
員
と

家
族
4
0
0
人
）
。
全
体
で

1
5
0
人
の
家
族
参
加
、
当

日
の
子
ど
も
お
菓
子
引
換
え

は
約
70
個
配
布
、
家
族
ぐ
る

み
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。節

目
標
と
し
て

当
日
ま
で
に
目
標

超
過
2
％
達
成

（
殊
勲
賞
）
は
11

分
会
が
達
成
（
北

練
馬
、
練
馬
、
豊

玉
、
貫
井
、
石
神

井
台
、北
事
業
所
、

谷
原
台
、
関
町
、

新
大
泉
、
中
村
、

富
士
見
台
）
。
ま

た
、
秋
の
拡
大
月

間
ら
し
く
、
6
分

会
14
件
（
豊
玉
、

高
松
、
貫
井
、
学

園
、
泉
、
旭
町
光

が
丘
）
の
持
ち
寄

り
成
果
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

平
野
ノ
ラ
風
衣

装
で
登
場
し
た
色

摩
組
織
部
長
は
、

月
間
前
半
の
奮
闘

に
よ
り
10
月

1
日
で
1
月

現
勢
回
復
を

報
告
、
後
半

に
む
け
よ
り

一
層
の
団
結
と
奮
闘
を
と
訴

え
ま
し
た
。
本
部
か
ら
は
来

賓
8
人
（
窪
田
副
委
員
長
、

原
澤
常
任
中
執
、
唐
澤
常
任

中
執
、
松
廣
常
任
中
執
、
熊

切
常
任
中
執
、
中
村
常
任
中

執
、
黒
木
書
記
、
友
成
書
記
）

と
、「
ど
け
ん
た
ろ
う
く
ん
」

が
登
場
し
、本
部
70
周
年（
東

京
土
建
祭
り
）
の
呼
び
か
け

を
含
め
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。当

日
は
、飲
食
ブ
ー
ス（
豚

ス
テ
ー
キ
・
焼
き
そ
ば
・
生

ビ
ー
ル
）、
重
機
体
験
の
他
、

高
松
分
会
（
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
）
、
貫
井
分
会
（
玉
こ
ん

に
ゃ
く
）、
石
神
井
分
会（
鶏

つ
く
ね
）
、
主
婦
の
会
（
お

に
ぎ
り
・
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン

チ
）
、
シ
ニ

ア
友
の
会

（
木
工
教

室
）
、
住
ま

ス
テ
（
住
宅

相
談
）
、
後

継
者
対
策
部

（
写
真
館
・

お
菓
子
交
換

所
）
に
協
力

を
頂
き
来
場

者
と
一
緒
に

楽
し
み
ま
し

た
。
後
継
者

対
策
部
は
15
人
が
参
加
し
、

写
真
館
を
自
分
た
ち
で
運
営

し
若
手
の
活
躍
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
分
会
の
決
意
表

明
で
は
、
年
間
目
標
や
さ
ら

に
超
過
を
目
指
す
と
い
っ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
分
会
目
標
に
む

け
た
意
気
込
み
が
語
ら
れ
、

多
く
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
な

か
月
間
後
半
に
む
け
た
意
思

統
一
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多くの仲間で賑わう 中間決起まつり

パフォーマンス賞の貫井分会の皆さん

平
野
ノ
ラ
に
扮
装
し

訴
え
を
行
う
色

摩
部
長

今回の総選挙は日本と私たちの生活、将来に極め
て重要な影響をもたらします。建設従事者の仕事と
暮らしに関しても大きな転換点となるでしょう。次
の要求について政治に反映させ、実現をめざす事が
求められます。組合の要求を参考にし、投票へ行き
ましょう。

東
京
土
建
の
要
求

○
改
憲
せ
ず
に
現
行
憲
法
を
守
る
こ

と
。
国
際
的
に
も
先
進
的
で
優
れ
た

権
利
条
項
を
充
分
に
活
か
す
政
治
を

実
現
す
る
こ
と
。
自
由
と
民
主
主
義

を
奪
い
平
和
憲
法
を
形
骸
化
す
る
特

定
秘
密
保
護
法
、
安
保
関
連
法
、
共

謀
罪
法
を
廃
止
す
る
こ
と
。
強
権
的

な
政
治
を
排
し
、
立
憲
主
義
と
国
民

本
位
の
政
治
に
改
め
る
こ
と
。

○
軍
備
増
強
の
予
算
編
成
か
ら
社
会
保

障
制
度
の
拡
充
に
転
換
し
、
消
費
税

再
増
税
を
撤
回
す
る
こ
と
。

○
原
発
再
稼
動
は
取
り
や
め
、
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
参
加
、
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
は
中
止
に
。

○
医
療
、
介
護
、
年
金
、
保
育
、
教
育

に
関
す
る
費
用
の
国
民
負
担
を
大
幅

に
軽
減
す
る
こ
と
。
建
設
国
保
の
育

成
強
化
を
は
か
る
こ
と
。
雇
用
対
策

と
職
業
訓
練
に
手
厚
い
支
援
を
す
る

こ
と
。
労
働
法
制
を
改
悪
せ
ず
、
長

時
間
労
働
を
な
く
し
、
労
働
者
の
権

利
を
守
る
こ
と
。
建
設
技
能
者
の
大

量
育
成
に
力
を
注
ぐ
こ
と
。

○
建
設
従
事
者
の
権
利
確
立
、
建
設
業

等
の
「
請
負
労
働
」
の
権
利
確
立
に

法
整
備
を
す
る
こ
と
。
現
場
の
安
全

確
保
を
徹
底
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

の
根
絶
に
政
治
的
な
主
導
性
の
発
揮

と「
補
償
基
金
」を
創
設
す
る
こ
と
。

○
大
幅
賃
上
げ
の
実
現
、
法
定
福
利
費

と
諸
経
費
が
充
分
に
確
保
で
き
る
よ

う
行
政
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
地

域
最
賃
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
、
公

契
約
法
制
定
・
公
契
約
条
例
の
普
及

促
進
を
主
導
す
る
こ
と
。

○
地
域
中
小
建
設
業
者
に
よ
り
一
層
官

公
需
が
ま
わ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
強

め
、
住
宅
改
善
へ
の
助
成
事
業
を
普

及
す
る
こ
と
。
自
然
災
害
対
応
を
早

急
に
強
め
、
減
災
防
災
の
ま
ち
づ
く

り
・
す
ま
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ

と
。

こだわりの練馬仮装大賞の新大泉分会の
皆さん

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
結
果
】

□
委
員
長
賞

「
ザ
・
結
束
力
！
大
勢
参
加
で
組
織
団
結
賞
」田

柄
分
会

□
組
織
部
長
賞

「
ナ
イ
ス
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
！
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
」

貫
井
分
会

□
教
宣
部
長
賞

「
目
立
っ
て
な
ん
ぼ
！
こ
だ
わ
り
の
練
馬
仮
装
大
賞
」

新
大
泉
分
会

□
後
継
者
対
策
部
長
賞

「
ど
け
ん
の
未
来
は
こ
れ
で
安
心
！
若
手
活
躍
賞
」

石
神
井
分
会

□
来
賓
賞

「
元
気
い
っ
ぱ
い
！
か
わ
い
い
笑
顔
が
満
開
賞
」

富
士
見
台
分
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
で
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
が
す
す
む
！

中間決起まつり中間決起まつり
秋の拡大月間秋の拡大月間

私
た
ち
の
仕
事
、
暮
ら
し
を
ま
も
る
大
切
な
選
挙

みんなで、投票へ行こうみんなで、投票へ行こう
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建
築
カ
レ
ッ
ジ
二
三
期
生

の
募
集
活
動
と
し
て
今
年

度
、
新
た
に
区
内
の
高
等
学

校
を
訪
問
し
、
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。

九
月
二
七
日
に
藤
井
技
術

対
策
部
長
と
松
澤
書
記
で
練

馬
工
業
高
校
を
訪
問
し
、
進

路
指
導
部
の
先
生
と
懇
談
。

働
き
な
が
ら
学
ぶ
「
東
京
建

築
カ
レ
ッ
ジ
」
の
説
明
を
行

い
、
学
生
募
集
と
生
徒
へ
の

宣
伝
を
訴
え
ま
し
た
。

先
生
か
ら
は
「
三
年
生
か

ら
の
選
択
コ
ー
ス
で
デ
ザ
イ

ン
や
設
備
が
あ
る
の
で
話
題

に
す
る
」
と
、
好
意
的
な
対

応
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
取
り
組
み
を
区
内
の
高

校
に
広
げ
ま
す
。

塗
装
工
（
4
人
〜
5
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員
・
見
習

（
有
）
ア
マ
ノ
建
装
（
旭
町

光
が
丘
分
会
）

練
馬
区
旭
町
1
―
18
―
21

☎
03
―
3
9
7
6
―
3
6
6

0給
排
水
設
備（
2
人
〜
3
人
）

社
員

㈱
岩
本
設
備
（
石
神
井
台
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
2
―
14
―

14☎
0
9
0
―
7
9
1
4
―
1

0
1
1

シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
（
2
人

〜
3
人
）

常
用
・
見
習

中
川
産
業
（
北
練
馬
分
会
）

練
馬
区
平
和
台
2
―
13
―
6

―
3
0
5

☎
0
9
0
―
3
3
3
1
―
5

8
4
0

電
気
工
事
（
1
人
）

常
用
・
社
員
・
見
習

㈱
Ｋ
О
Ｉ
―
Ｄ
Ｅ
Ｎ
（
コ
イ

デ
ン
、
早
宮
分
会
）

練
馬
区
桜
台
1
―
6
―
9
渡

辺
ビ
ル
2
Ｆ

☎
0
7
0
―
5
5
4
3
―
2

7
5
3

大
工
及
び
現
場
監
督
（
2
人

〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員Ｎ
Ｋ
総
合
建
築
㈱
（
貫
井
分

会
）

練
馬
区
貫
井
2
―
1
―
14

☎
03
―
5
9
7
1
―
2
0
5

0塗
装
工
ス
タ
ッ
フ
・
施
工
管

理
（
各
2
人
〜
3
人
）
常
用

・
社
員

㈱
Ｋ
・
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｙ（
貫

井
分
会
）

練
馬
区
貫
井
3
―
28
―
5

☎
03
―
5
8
4
8
―
8
9
9

2管
工
事
工
事
・
空
調
ダ
ク
ト

（
4
〜
5
人
）
常
用
・
手
間

請
・
請
負

㈱
サ
ー
マ
ル
（
関
町
分
会
）

練
馬
区
関
町
東
1
―
27
―
4

☎
03
―
3
9
2
9
―
7
8
1

1ダ
ン
プ
カ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー

（
2
〜
3
人
）
社
員

森
谷
商
事
（
有
）
（
石
神
井

台
分
会
）

練
馬
区
石
神
井
台
3
―
24
―

44☎
03
―
3
9
9
6
―
6
1
8

7外
構
・
エ
ク
ス
テ
リ
ア

（
2
〜
3
人
）
常
用
・
社
員

・
見
習

㈱
Ａ
Ｈ
―
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
・
Ｅ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
О
Ｒ
（
石
神
井
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
3
―
19
―

4☎
0
9
0
―
6
1
4
7
―
2

6
8
7

塗
装
工
（
2
人
〜
3
人
）
常

用（
有
）
翔
風
塗
装
（
旭
町
光

が
丘
分
会
）

板
橋
区
赤
塚
4
―
2
―
7

☎
0
8
0
―
5
0
7
8
―
7

4
7
3

タ
イ
ル
工
（
2
〜
3
人
）
常

用
・
手
間
請
・
請
負
・
見
習

㈱
Ｉ
Ｓ
О
Ｂ
Ｅ
（
谷
原
台
分

会
）

練
馬
区
大
泉
町
4
―
16
―
1

☎
0
9
0
―
5
7
8
8
―
6

6
5
4

建
築
金
物
（
1
人
）
社
員

遠
田
住
宅
機
器
㈱
（
春
日
分

会
）

練
馬
区
春
日
町
2
―
15
―
22

☎
03
―
3
9
9
8
―
7
5
1

3タ
イ
ル
工
（
2
〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
見
習

㈱
Ｉ
Ｓ
О
Ｂ
Ｅ
（
谷
原
台
分

会
）

練
馬
区
大
泉
町
4
―
16
―
1

☎
0
9
0
―
5
7
8
8
―
6

6
5
4

電
気
通
信
工
（
4
〜
5
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
見

習
・
ア
ル
バ
イ
ト

岩
崎
通
信
（
学
園
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
8
―
27

―
17
―
2
0
2

☎
0
9
0
―
6
5
1
9
―
6

0
8
3

内
装
工
・
配
管
工
・
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
若
干
名
）

社
員
・
手
間
請
・
請
負
・
ア

ル
バ
イ
ト

㈱
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
（
上
石
神
井
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
4
―
5
―

15
―
ハ
イ
ラ
イ
ズ
Ｋ
1
Ｆ

☎
03
―
6
7
9
4
―
3
6
5

1土
木
作
業
（
2
〜
3
人
）

社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト

㈱
ジ
ャ
パ
ン
コ
ア
テ
ッ
ク

（
豊
玉
分
会
）

国
分
寺
市
西
元
町
2
―
11
―

16☎
0
2
4
―
3
1
6
―
8
5

2
8

建
築
塗
装
（
2
〜
3
人
）

社
員

㈲
ユ
ウ
キ
樹
脂
工
業
（
北
事

業
所
分
会
）

練
馬
区
貫
井
4
―
37
―
22

☎
0
9
0
―
3
2
0
9
―
9

1
3
6

第3回募集
11月21日（火）
11月30日（木）
12月6日（水）
12月8日（金）

学校説明会
応 募 締 切
試 験 日
結 果 発 表

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
募
集
運
動

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
募
集
運
動

高
校
訪
問
の
取
り
組
み

東京土建一般労働組合が設立運営する東京建築カ
レッジは、来春入校の第23期生を募集しています。
◎カレッジは建築スペシャリストの養成学校です
カレッジは建築全般を学び、スペシャリストを
育成します。大工だけではなく、専門工事設計、
設備関係の従事者も学んでいます。

◎カレッジは金曜土曜の昼間、週2日制です
カレッジ本校は池袋、実習施設は江東区北砂働
きながら学ぶ学校です。高校卒業か、同程度の
学力のある18歳以上が入学出来ます。

◎技能士補、二級建築士受験資格を獲得します
カレッジを卒業した研修生には、技能士補の称
号が与えられ、技能士（2級技能検定）の学科
試験が免除されます。二級建築士・木造建築士
の受験資格を得ます。

◎カレッジ生受け入れ事業所には雇用保険から
年間約130万円の補助があります
研修生を雇用する場合は、雇用保険による「キ
ャリア形成促進助成金」と「建設労働者確保育
成助成金」による助成を受けることができます。
（カレッジ生一人あたり年間平均で約130万円）

【募集日程】
《2017年度、第3回日程》

【【問問合合せせ】】東東京京土土建建練練馬馬支支部部 担担当当者者
TEL 03―3825―5522

東東東東東京京京京京建建建建建設設設設設カカカカカレレレレレッッッッッジジジジジ第第第第第２２２２２３３３３３期期期期期生生生生生募募募募募集集集集集東東東東東京京京京京建建建建建設設設設設カカカカカレレレレレッッッッッジジジジジ第第第第第２２２２２３３３３３期期期期期生生生生生募募募募募集集集集集

お問い合わせ
＆申し込みは
東京土建練馬支部
求人・求職係まで

事業主組合員のみなさま事業主組合員のみなさま


